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ザ カ ー ト ( 喜 捨 り 


親愛 な る ムスリム の 皆様 。 ザ カー ト は 、 祭 高 な 
私 た ちの 教え イス ラー ム の 、 五 つの 基本 の うち の 
ー つ で す 。 財産 に 関す る イ バ ー ダ に な り ま す 。 理 
性 を 持ち 、 成 悪 期 に 達し 、 借 金 や 基本 的 支出 を 超 
える 財産 を 持っ て いる 全 ム スリ ム に と っ て 、 こ の 
財産 を 一 年 以上 保持 し て いれ ば 、 ザ カー ト は 義務 
に な り ま す 。 ザ カー ト を 支払 うこ と は 、 信 者 の 、 
恵み を 得 て い る 者 の 、 そ し て アッ ラー を 長 れ る し 
も べべ の 、 最 も 重要 な 特質 と いえ ます 。 こ の 観点 か 
ら 、 祭 高 な る アッ ラー の 「 ザ カー ト を 支払 いな さ 
い 。」 と いう 命令 に 従う こと は 、 成 熟し た 信者 で 
ある こと 、 ア デア ッ ラー へ の 愛情 が 財産 へ の 愛情 より 
も 勝っ て いる こと の し る し 
で す 。 財 高 な る アッ ラー は 、 
ザ カ ー ト を 支払 うこ と の 必 
要 性 を 次 の よう に 明らか に 
し て お られ る の で す 。 

「 誠 に あな た が た の 
( 真 の ) 友 は 、 ア ッ ラ ー と 
その 使徒 、 な ら び に 信仰 す 
る 者 た ち で 礼拝 の 務め を 守 
り 、 定 め の 喜 捨 を な し 、 議 
虚 に 額 ず く 者 た ち で あ 
る 。」 ( 食 晶 章 第 5 5 節 ) 

「 礼 拝 の 務め を 守り 、 
定め の 喜 捨 を し な さい 。 あ 
な た が た が 自分 の 魂 の た め に な る よう 行っ た どん 
な 番 事 も 、 ア デッラ ー の 御 許 で 見 出さ れる で あろ う 。 
誠に アッ ラー は 、 あ な た が た の 行う こと を 御存知 
で あら れる 。」 (肉牛 章 第 1 1 0 節 ) 「 人 びと は 、 
交易 や 商品 に 惑わ され な いで 、 ア ッ ラ ー を 念じ 、 
礼拝 の 務め を 守り 、 定 め の 喜 捨 に 怠り な く 、 か れ 
ら の 恐れ は 心 も 目 も 転倒 する 日 で ある 。」 ( 御 光 章 
弟 3 7 節 ) 

親愛 な る ムスリム の 皆様 。 ザ カー ト は 、 祭 高 な 
る アッ ラー が 、 豊 か な 人 の 財産 か ら 貧 者 へ と 取り 
分 けら れ た 権利 な の で す 。 ク ルアー ン で は 、 「 ま 
た か れ ら の 財産 に は 、 各 う 者 や 、 人 如 う こと も で き 
な い 困 鑑 者 た ちの 権利 が ある と 認識 し て いた 。」 
( 撤 き 散ら す も の 章 第 1 9 節 ) と 示さ れ て いま す 。 
ザ カ ー ト を 支払 う 人 は 、 権 利 の 持ち 主 に それ を 払 
うこ と で アッ ラー の ご 満悦 を 得 て 、 さ ら に 財産 の 
感情 や 前 と いっ た 恐れ か ら 救 われ る こと が で きま 
す 。 なぜなら ザ カ ー ト が 支払 われ な か っ た 財産 は 、 
最後 の 審判 の 日 、 財 高 な る アッ ラー の 御前 で 恥じ 
入り 、 大 き な 六 を 受け る こと に な る の で す 。 だ か 
ら 信 者 は 、 ザ カー ト を 、 一 切 の 物質 的 な 見 返り を 





求め る こと な く 支 払う の で す 。 これ に よっ て 、 ア 
ッ ラ ー に 預け られ た 財産 の 感謝 が 行なわ れ ま す 。 
感謝 が 行なわ れ た 財産 は 、 豊 か さ を も た ら す の で 
す 。 侍 高 な る アッ ラー は 、 ザ カー ト が 支払 われ た 
財産 に 対 し 、 こ の 世 と あの 世に お いて 何 倍 も の 見 
返り が ある と いう こと を 、 次 の 節 で 明らか に され 
て いま す 。 「 言 っ て や る が いい 。『 本 当 に わた し 
の 主 は 、 そ の し も で の 中 か ら 御 心 に 適う 者 に 、 御 
恵み を 豊か に 与え また 或 る 者 に は 乏しく 授け られ 
る 。 か れ は あな た が た が ( 主 の 道 の た め に ) 施す 
も の は すべ て 返さ れる 。 か れ は 最も 優れ た 御 恵 を 
与え る 方 で あら れる 。』」( サ バア 章 第 3 9 節 ) 
「 ア ッ ラ ー の 道 の た め に 
目 分 の 所 有する も の を 施 
す 者 を 例え て みれ ば 、 ち 
ょ うど 1 粒 が 7 穂 を 付け 、 
1 穂 に 百 粒 を 付け る の と 
員 じ で め る の る 6。 デ ツ フー は 
御 心 に 適う 者 に 、 倍 加 し 
CS さき ② の 。 テッ ツン クー は 
厚 施 に し て 全 知 で あら れ 
る 。 」 

ムスリム の 皆様 。 「 か 
れ ら の 財産 か ら 施 し を 受 
け 取 ら せ る の は 、 あ な た 
が 、 か れ ら を それ で 清め 
て 罪 滅 し を させ 、 ま た か れ ら の た め に 祈る た めで 
ある 。 本 当 に あな た の 祝 り は 、 か れ ら へ の 安らぎ 
で ある 。 アッラー は 全 聴 に し て 全 知 で あら れ 
る 。」 ( 悔 悟 章 第 1 0 3 節 ) と いう 節 で 明らか に 
され て いる よう に 、 人 に お ける 和 欲望 や 音 礁 と いっ 
た 暑 い 性 質 を 取り 除き 、 気 前 の よさ 、 善 、 人 助け 
や 善行 を 行う と いう 意思 と いっ た よい 性 質 を 与え 
る の で す 。 人 を 、 善 を 施す こと に 慣れ させ 、 慈 し 
み の 気 持ち を 発展 させ ます 。 ザ カー ト は 、 富 が 無 
駄 に な る こと を 防ぎ 、 有 効 に 活用 され る 場 を 生み 
出し ます 。 さら に は 失業 問題 を 解消 する 手助け と 
な る の で す 。 富裕 層 と 貧者 の 間 の 断絶 を 防ぎ 、 貧 
困 の 解消 、 富 の 公平 な 分 配 、 社 会 の 公平 さと 相互 
援助 を 助け ます 。 祭 高 な る アッ ラー の ご 満悦 を 得 
て 、 や すら ぎ を 得る た め 、 私 達 の 財産 か ら ザ カー 
ト を 文 払い まし ょ う 。 偽善 や 見 せ 持 け に な ら な い 
よう 、 佐 し い 人 の 尊厳 を 傷つけ な い 形 で 支払 いま 
し ょ う 。 行 な われ る イ バ ー ダ が 、 ア ッ ラ ー の ご 滴 
悦 に ふ さわ し く 、 純 粋 な 意志 で 実行 され れ ば 、 そ 
れ は 受け 入れ られ る の で す 。 
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